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精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築支援事業
自治体情報シート（令和８年度）

みんなでイコウ！地域移行

本市は、「地域生活支援協議会地域包括ケアシステム検討部会」において検討を
重ね、精神科医療機関への長期入院者が地域に安心して復帰し、支援者からの
サポートを受けながら生活していけることが、当該ケアシステムの構築に資するこ
とになると考えた。そのためには、市内の相談支援事業所がより積極的に地域移
行支援事業に参入すること、医療機関が地域移行支援に関する理解を深めること、
両者の顔の見える関係づくりの構築を推進することが必要だと整理した。

久留米市
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※必須 １ 県、指定都市、中核市、特別区の基礎情報

＜基本情報入力シート＞

（※「■網掛け」部分及び「●」部分に半角数字で入力してください）
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＜Ｒ７年度までの成果・効果＞

課題解決の達成度を測る指標 目標値
（Ｒ７年度当初）

実績値
（Ｒ７年度末）

具体的な成果・効果

①令和７年度第1回地域移行研修
（福祉分野対象） ※①②は同じ内容 ー

３２名 地域移行支援の手続き、書類の書き方
など実践的な内容で参考になったとの
意見があり、当事者や支援者のエピ
ソード紹介も高評価だった。
一方で、実際に取り組めるか不安に感
じる事業所もあり、より具体的に理解
してもらうことや、福祉と医療の連携
の促進が必要である。

②令和７年度第2回地域移行研修
（医療機関対象） ※①②は同じ内容 ー

４８名

③

４ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に資する取組の成果・効果
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【特徴（強み）】
・医療機関・事業所それぞれの社会資源が充実している
・地域生活支援協議会の委員が主体的にシステム構築に向けて取り組んでいる

課題 課題解決に向けた取組方針 課題・方針に対する役割（取組）

①【福祉】地域移行支援
事業を実際に行っている
事業所が少なく、地域の
受け入れ体制が弱い。

②【医療機関】地域にど
のような福祉サービスが
あるのかが分からないた
め、退院に踏み切れない
のではないか。

・福祉事業所と医療機関を対象とした地
域移行支援事業に関する研修を開催す
ることで、双方の顔の見える関係づく
りを行い、地域移行を進める。

保健 地域生活支援協議会への参加・課題共有

医療 地域資源を知り、退院を支援する

福祉 地域移行支援を実施できる体制を整える

その他関係機関・住民等

保健

医療

福祉

その他関係機関・住民等

※指標設定が困難な場合は、代替指標や定性的な文言でも構いません。

課題解決の達成度を測る指標 現状値
（Ｒ８年度当初）

目標値
（Ｒ８年度末）

見込んでいる成果・効果

①

②

③

※赤枠内
必須

５ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた現時点における強みと課題
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【にも包括構築の体制】

所管部署名（※） 所管部署における主な業務

障害者福祉課 地域生活支援給付担当等

保健所保健予防課
精神の保健に関する相談・訪問指導等を実
施

※各部門の状況はできるだけ詳しく記載ください

連携部署・機関名 連携部署・機関における
主な業務

各部門の連携状況 強み・課題等

保健

医療

福祉

その他関係機関・住民等

※赤枠内
必須

６ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築のための連携状況（事務局）

（※事務局を担当する部署）
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【その他事項】 ※協議の場の運営における課題や悩んでいる点、アドバイザーに相談したい事項など、自由に記載してください

名称 協議の場の構成員 開催頻度 実施内容
既存の会議体を活用している場
合はその名称・課題・強み等

久留米市障害者
地域生活支援協
議会 地域包括
ケアシステム検

討部会

保健：保健所

必要に応じ開
催
令和7年：2回

・システム構築に向けた
協議

・地域課題を解消する方
策に向けた協議

・地域移行支援研修の運
営

医療：精神科病院PSW、OT、
看護師

福祉：相談支援事業所、障害
者福祉課

その他関係機関・住民等：機関
相談支援センター、当事者

久留米市障害者地
域生活支援協議会

地域包括ケアシス
テム検討部会研修
ＷＧ

保健：保健所

必要に応じ開
催
令和7年：年3
回

・地域移行支援研修の企
画

医療：PSW

福祉：相談支援事業所、障害
者福祉課

その他関係機関・住民等：当事
者

保健：

医療：

福祉：

その他関係機関・住民等：

※赤枠内
必須

７ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築のための協議の場の実施状況
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時期（月） 実施内容 具体的な取組

R８年７月

R9年1月

第1回地域移行研修開催

第2回地域移行研修開催

・福祉・医療両分野の職員に対し地域移行支援を進めるため
の研修を実施。
制度の説明のほか、当該事業を活用して長期入院から地域
生活に移行した当事者及び支援者に登壇してもらっての事
例紹介を実施。事例紹介後はグループワークを通して両分
野の顔の見える関係づくりを実施。

・第1回の研修で把握できた課題を反映した研修を開催予定。

到達目標
（Ｒ８年度）

地域移行研修を２回実施（７月、１月）

※必須 10 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けたスケジュール（短期）
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